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	応用
	抗原情報
	背景
	Stat3転写因子は、多くのサイトカインや成長因子受容体にとって重要なシグナル伝達分子であり、マウスの胎児発育に必須である。Stat3は多くのヒト腫瘍において恒常的に活性化されており、発癌能と抗アポトーシス活性を有する。Stat3はTyr705のリン酸化によって活性化され、二量体形成、核移行、DNA結合を誘導する。転写活性化はMAPKまたはmTOR経路を介してSer727のリン酸化によって制御されていると考えられる。Stat3アイソフォームの発現は、Stat3a（86 kDa）とStat3の相対的な発現レベルが生物学的機能を反映していると考えられる。
	研究分野
	Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	Hela（1）、NIH/3T3（2）、Jurkat（3）、PC-12（4）、COS7（5）細胞溶解物に対するSTAT3マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	NRK(1)、C2C12(2)、C6(3)、81505(4)、KO-SF(5)、RSC-96(6)、NIH/3T3(7)、Hela(8)、Jurkat(9)細胞溶解物に対するSTAT3マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	STAT3マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	DAB 染色による STAT3 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト乳がん組織 (左) と肺がん組織 (右) の免疫組織化学分析。

